
罰則の一例

「自分ごと」として考えよう！

　「一度だけ」という好奇心や遊びのつもりでも、薬物の依存性と耐性によって、使用する
量や回数はどんどん増える悪循環に陥り、自分の意思ではやめることができなくなります。
　さらに、使用するのをやめて長期間経った後にも、突然、幻覚や妄想等の精神障害が
現れるフラッシュバック（再燃現象）が起こることがあります。

社会に与える影響

薬物乱用による精神・
身体への弊害

薬物に関わると、あなたの生活・将来に、どんな影響があるでしょうか？

学校生活・進学
●学校を退学…
●クラブ活動の休止、 
 　大会の出場停止…

薬物乱用に関する法規制

違法薬物には、いろいろな隠語があります。

覚醒剤：アイス・氷・シャブ・エス・スピード等

大麻：野菜・クサ・リキッド・ハッパ・チョコ等

MDMA：バツ（×）・タマ・エクスタシー等

コカイン：チャリ・チャーリー・コーク等

ＬＳＤ：エル・紙・神・ペーパー・アシッド等

各種薬物事犯の検挙人員の推移（令和２年から令和６年）
年次

区分

覚醒剤事犯 

大麻事犯

 MDMA等合成麻薬

 コカイン

 ヘロイン

 その他

あへん事犯

合計

麻薬及び
向精神薬
事犯
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6
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0
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6,124
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注１：本表の数値には、各薬物に係る麻薬特例法違反の検挙人員の数値を含む。
注２：大麻事犯の検挙人員は、「大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律」の施行日（令和６年12月12日）以降の
　　麻薬及び向精神薬取締法において麻薬とされる「大麻・ＴＨＣ」に係るものを含む。また、麻薬及び向精神薬事犯の検挙人員は、同施行
　  日以降の麻薬及び向精神薬取締法において麻薬とされる「大麻・ＴＨＣ」に係るものを含まない。

インターネットを悪用した売買や闇バイト募集に注意

　覚醒剤や大麻等を使(施 )用、所持するなどの行為は、法律により禁止されており、違反者には重い刑罰が
科せられます。

※１　大麻及びその有害成分であるTHC（テトラヒドロカンナビノール：幻覚等の精神作用を示す麻薬として規制されている成分）をいいます。
 

依存性・耐性
規制薬物は、使用するとその
効果が切れた時の苦痛から逃
れるため、薬物の効果を強く
求めるようになる「依存性」が
形成されます。
また、薬物を繰り返し使用して
いるうちに同じ量では効かなく
なる「耐性」も生まれます。

身体への有害性

●血圧上昇

●脳血管疾患　

●心疾患

●肝機能障害

等の発症の可能性

精神への有害性

●意識障害

●薬物の効き目が切れた時の
　脱力感や疲労感

●幻覚、妄想

●精神疾患に陥る可能性

　薬物を乱用すると､その薬理作用から幻覚、妄想等の
精神障害に陥り、殺人、強盗、放火等の凶悪な犯罪や
重大な交通事故等を引き起こすことがあります。
　また、薬物の購入資金を得るための窃盗等の犯罪も発生しています。

仕事・生活
●就職内定の取消し…
●会社をクビに…
●薬物欲しさに
　借金を重ね…

●友達が自分から
　離れていく
●周りが薬物仲間
　だけに…

友達・仲間 家　族
●薬物の影響で
　家族に暴力…
●薬物で逮捕され、
　家族に迷惑を…

覚醒剤 の所持、使用 覚醒剤取締法

１０年以下の懲役
１年以上の有期懲役　情状により５００万円以下の罰金を併科

単純所持・使用
営利目的

麻薬（大麻等※1 、コカイン、ＭＤＭＡ等合成麻薬、ＬＳＤ等）の所持、施用 麻薬及び向精神薬取締法

７年以下の懲役
１年以上１０年以下の懲役　情状により３００万円以下の罰金を併科

単純所持・施用
営利目的

　近年、覚醒剤や大麻等をはじめとした違法薬物の売買に、ＳＮＳが悪用されています。違法薬物の所持・
使（施）用・売買は違法です。違反者には重い刑罰が科せられる可能性があります。
　ＳＮＳを通じた違法薬物販売の誘いや、「荷物を受け取るだけで報酬」などのいわゆる闇バイトの募集に
は多くの危険も伴いますので、決して応じてはいけません。
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